












(1)はじめに 

白血病治療におけるSupportive Care としてのウイルス感染対策には二つの重要な意味が

ある。ひとつは麻疹,水痘,サイトメガロの各ウイルス感染症のように,ウイルス感染症その

ものが重篤化するため対策が必要な疾患と,おたふくかぜ,風疹などのようにウイルス感染

症そのものは重篤化しないが,罹患することにより白血病の化学療法スケジュールを変更

せねばならず,その結果予後に影響を与えるために対策が必要な場合である。本分担研究で

は,小児白血病が重篤化する Varicella Zoster Virus(VZV)感染における病態,および水痘

ワクチン接種後の感染免疫反応について述べ,治療および予防対策を作製した。 


